
小林久志氏 C&C 賞を受賞 

 

日本工学アカデミー会員(１９９２年入会)であるプリンストン大学シャーマン・フェアチャイ

ルド名誉教授の小林久志氏が２０１２年の C&C 賞を受賞した。受賞の対象となった業績は、

「情報記録の高密度化・高信頼化方式、ならびにコンピュータおよび通信ネットワーク･システ

ムの性能評価のための解析的手法の発明、実用化に関する先駆的・指導的貢献」である。

http://www.candc.or.jp/kensyo/2012/group_b.html 

C&C 賞は１９８５年の設立以来 NEC 財団がＣ＆Ｃ技術分野、即ち情報処理技術、通信技術、電

子デバイス技術およびこれらの技術が融合する技術分野の開拓又は研究に関する功労者を顕彰

するものであり、毎年、原則として 2件に対し贈呈される。
http://www.candc.or.jp/kensyo/prize_cc.html ２０１２年度のもう一組の授賞は、「地上デ

ジタル放送伝送方式 IＳＤＢ－Ｔの研究開発に関わる主導的貢献」 をした早稲田大学 客員教

授の山田 宰氏、NHK 放送技術研究所の黒田 徹氏、高田 政幸氏の三氏に与えられた。授賞式は

２０１２年１１月２８日に ANA インターコンチネンタルホテル東京にて行われた。

http://www.candc.or.jp/kensyo/2012/ceremony2012.html 

 

小林氏が米国 IBM 中央研究所において１９６９－１９７１年に発明した PRML(パーシャル・レ

スポンス符号化、最尤度復号化)と呼ばれる高密度高信頼度のデジタル記録方式は、IBM スイ

ス・チューリッヒ研究所での実用化研究を経て、１９９０年に IBM が発表したハード・デイス

クに採用されて以来、殆どすべてのデジタル磁気記録製品および CD, DVD 等の光学的記録シス

テムに採用されており、小林氏は２００５年にチューリッヒ研究所のドリヴォ(Dolivo)氏とエル

テリオウ(Elteriou)氏等と共に、ドイツのエデユアルド・ライン財団のテクノロジー賞を受賞し

ている。http://www.hisashikobayashi.com/jp/main/news.html#rhein 
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